
 

 

 

メダルラッシュに沸いたオリンピック、パラリンピックが終わりました。 

今回は、Ｙ校に保管されているメダルの中から「開校参拾年記念メダル」を紹介します。 

直径約２４㎜、十円玉くらいの大きさのメダルには、初代校長美澤進先生の胸像と「開校参拾年記念」の文字が彫ら

れ、もう片面にはリボン？で囲まれた「Y」の文字と 「March 20th. 1911 横濱商業學校校友会」の刻印があります。 

創立満 30 年記念祝賀会は 1912(明治 45)年 4 月 20 日に行われた と 『Ｙ校１００年史』 にありますが、メダルの刻印は

「March 20. 1911」（明治 44 年 3 月 20 日）です。(Ｙ校の設立は 1882（明治 15）年 3 月 20 日(『Ｙ校１００年史』より)です) 

メダルが納められた桐の箱の蓋の裏に、「東京市麹町区飯田町四丁目十三番地 赤田末吉 製造」 と製作者の情報

がありました。 

     
 

 

 

 

 

図書館で大切に保管されている資料の中に、昭和２８年３月１６日発行の古い新聞がありました。どこのかしらと

見てみると、〇〇新聞とある場所に「Ｙ校時報」とあります。かつてＹ校ではこんなに本格的な新聞を作っていたの

かと驚きました。ジブリ映画「コクリコ坂から」に、横浜の丘の上に建つ高校の「新聞部」が出てきます。映画の設

定は昭和３８年ということですが、ＳＮＳの無かった時代のこと、このような本格的な新聞づくりをどこでも行っていた

のでしょうか。 

縮小してしまったので見づらいかもしれませんが、「本校就職率１００％」という記事の中の先生のコメントに昭和

を感じました。「月給はパチンコなどに使わないで、女は嫁入りの準備に、男は家庭を持つ準備に今から貯金す

ること。」今だと訴えられそうです。「バックル新しく登場」という記事もありました。「Y 字をバッジの形にし、黒字に左

肩に誠、右下に YCUSS 金色で貫いてある」こんなバックル、今でも人気が出そうな気がします。 

また、昭和３年にＹ校から新たに生まれた高等教育機関である「横浜商業専門学校（横浜市立大学の前

身）」が作成した「横濱商専時報」も残されています。昭和１６年７月９日に発行された新聞に掲載された横書き

の広告には、右から書かれたものと左から書かれたものが混在していました。今も桜木町にある泉平の「いなりす

し」や「第七有隣堂」の文字は右から左へと書かれていますが、真ん中の「古本高価買入 弘陽堂書店」は左

から右へと書かれています。読んでいる方は混乱しなかったのでしょうか。ちなみに大手の新聞社は、戦後になっ

てから左からの表記に統一したようです。 
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